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平成１７年１月１４日 
高圧ガスＬＮＧ協会           

 
定期自主検査指針・保安検査基準（コンビ則）との主な違いについて 

 
１．構成等について 
（１）高圧ガスＬＮＧ受入基地設備定期自主検査指針（以下、ＬＮＧ定期検査指針） 
   ＬＮＧ定期検査指針は、㈳日本ガス協会の「ＬＮＧ受入基地設備指針」（JGA 指-102-03）等

（以下、JGA 指針等）における維持管理内容をベースに、高圧ガス保安法のみで求められる保

安距離・施設レイアウト関係の検査内容を取り込み、高圧ガス保安法適用のＬＮＧ受入基地設備

（ＬＮＧ関連設備、液体窒素ガス設備）の維持管理上必要な検査内容として取りまとめています。

また、検査周期については、ＫＨＫ定期検査指針と整合させています。なお、取りまとめにあた

っては、実際の活用しやすさを考慮し、検査項目毎に、周期、方法等を表形式で整理しています。 
   図１は、ＬＮＧ気化器の例を示していますが、ＬＮＧ設備毎に耐圧性能・強度、気密性能に関

する検査内容、さらに高圧ガス保安法の適用は受けないがＬＮＧ設備の機能維持上重要となる関

連設備の検査内容も規定しています。 
 

図１ ＬＮＧ定期検査指針の解説（ＬＮＧ設備） 

表－２ ＬＮＧ気化器 

（１）オープンラック式 

周 期 
検査部位 検査項目 検査方法 1 回 

/1 年 

1 回 

/3 年 
その他

備 考 

目視検査 外部目視 ○   【コンビ 5-1-17、19】 

メタリコン 

検査 

メタリコン

膜厚測定等
  ○ 

周期は、運転時間、目視

検査結果、前回測定記録

に基づき設定する。 

（３年以内） 

【コンビ 5-1-17、19】 

非破壊検査 ＰＴ等   ○ 

目視検査で異常が認めら

れた場合に、必要に応じ

て実施。 

フィンチューブ

及び 

ヘッダーパイプ

リーク 

テスト 

ガス検知器

等 
○   【コンビ 5-1-18】 

散水装置 目視検査 外部目視   ○ 
周期は、運転状況に応じ

て設定する。 

 

◆ＬＮＧ設備毎に耐圧・強度、気密性能に関する検査内容及び関連設備の検査内容をまとめている。

（ＬＮＧ気化器、ＬＮＧ･ＮＧ配管、ＬＮＧポンプ、ＢＯＧ圧縮機、ＬＮＧタンク等）

法定検査項目の周期は
保安検査基準（KHK）
と整合化

法定検査項目は
コンビ則の対応
条項を明示

耐圧･強度に
係る検査

気密性能に
係る検査

関連設備に
係る検査

詳細な検査方法は、
解表で判定･措置と
合わせて記載

ＪＧＡ指針
ベースの
検査項目
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（２）高圧ガスＬＮＧ受入基地設備保安検査基準（以下、ＬＮＧ保安検査基準） 
   ＬＮＧ保安検査基準は、ＬＮＧ定期検査指針の内容から、知事等が行う保安検査として必要な

検査内容のみを抽出し、ＬＮＧ受入基地設備の保安検査内容を明確にするため、ＫＨＫ保安検査

基準と同じ構成としています。なお、毒ガス設備に関する検査等、ＬＮＧ受入基地設備には当て

はまらない検査内容等については削除しています。 
 
２．検査内容について 
（１）緊急遮断装置（貯槽配管）の弁座漏洩検査の省略 

 ＫＨＫ定期検査指針では、開放を要しない貯槽においても貯槽配管に緊急遮断措置として設置

された弁の弁座漏洩検査を５年に１回の頻度で実施するよう求められており、ＬＮＧタンクに設

置された緊急遮断弁が対象となりますが、ＬＮＧ定期検査指針においては、弁座漏洩検査を規定

していません。これは、ＬＮＧが原料となる天然ガスの液化プロセスで炭酸ガス、硫化水素、水

分等の不純物が除かれた腐食性のないガスであること、また、実績として、約２０年経過したＬ

ＮＧタンクの緊急遮断弁の弁座漏洩検査結果からも異常は認められておらず（参考データ１参照）、

他のＬＮＧ系統の弁分解結果からも弁座の異常は認められていないこと（参考データ２参照）か

ら、弁座漏洩検査を実施しなくても、目視検査、作動検査により、その緊急遮断性能は十分確保

できると考えられるためです。なお、ＪＧＡ指針等においても、当該緊急遮断弁の弁座漏洩検査

の要求はありません。 
 
（２）ＬＮＧタンク真空安全弁（負圧防止措置）の作動検査周期：１回／１年⇒１回／２年 

 ＫＨＫ定期検査指針では、貯槽に講じられた負圧防止措置の作動検査を１年に１回実施するこ

ととなっております。地上式ＬＮＧタンクの負圧防止措置としては、参考図１に示すような真空

安全弁を設置することが多く、ＬＮＧ定期検査指針では、この真空安全弁の作動検査を２年に１

回としております。これは、真空安全弁内部に接するＮＧもＬＮＧ同様に腐食性がないことに加

え、真空安全弁にはステンレス鋼やアルミニウム合金等の耐食材料が用いられていることから、

内外面ともに腐食がないこと、さらに実績的にも作動試験時の作動圧力はほとんど変化しないこ

とから（参考データ３参照）、２年に１回の作動試験で性能は十分確保できると考えられるためで

す。なお、ＪＧＡ指針等においても、「２年に１回」と規定されています。 
 

以 上 



口径 許容量

(Ｂ) （ＣＣ／ｍｉｎ） １２年目 １３年目 １４年目 １５年目 １６年目 １７年目 １８年目 １９年目 ２０年目 ２１年目

1 ＥＳＶ－ＭＬ１１５ Ｔ２０１上部受入緊急遮断弁 ゲート ＬＮＧ 20 330 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2 ＥＳＶ－ＭＬ１１６ Ｔ２０２上部受入緊急遮断弁 ゲート ＬＮＧ 20 330 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

3 ＥＳＶ－ＭＬ１１７ Ｔ２０３上部受入緊急遮断弁 ゲート ＬＮＧ 20 330 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

4 ＥＳＶ－ＭＬ１１８ Ｔ２０４上部受入緊急遮断弁 ゲート ＬＮＧ 20 330 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

5 ＥＳＶ－ＭＬ１１９ Ｔ２０５上部受入緊急遮断弁 ゲート ＬＮＧ 20 330 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

6 ＥＳＶ－ＭＬ１２０ Ｔ２０６上部受入緊急遮断弁 ゲート ＬＮＧ 20 330 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

7 ＥＳＶ－ＭＬ１０３ Ｔ２０１下部受入緊急遮断弁 ゲート ＬＮＧ 20 330 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

8 ＥＳＶ－ＭＬ１０５ Ｔ２０２下部受入緊急遮断弁 ゲート ＬＮＧ 20 330 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

9 ＥＳＶ－ＭＬ１０７ Ｔ２０３下部受入緊急遮断弁 ゲート ＬＮＧ 20 330 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

10 ＥＳＶ－ＭＬ１０９ Ｔ２０４下部受入緊急遮断弁 ゲート ＬＮＧ 20 330 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

11 ＥＳＶ－ＭＬ１１１ Ｔ２０５下部受入緊急遮断弁 ゲート ＬＮＧ 20 330 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

12 ＥＳＶ－ＭＬ１１３ Ｔ２０６下部受入緊急遮断弁 ゲート ＬＮＧ 20 330 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

13 ＥＳＶ－ＭＬ２０１ Ｔ２０１払出緊急遮断弁 ゲート ＬＮＧ 16 330 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

14 ＥＳＶ－ＭＬ２０２ Ｔ２０２払出緊急遮断弁 ゲート ＬＮＧ 16 330 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 ＥＳＶ－ＭＬ２０３ Ｔ２０３払出緊急遮断弁 ゲート ＬＮＧ 16 330 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

16 ＥＳＶ－ＭＬ２０４ Ｔ２０４払出緊急遮断弁 ゲート ＬＮＧ 16 330 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

17 ＥＳＶ－ＭＬ２０５ Ｔ２０５払出緊急遮断弁 ゲート ＬＮＧ 16 330 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

18 ＥＳＶ－ＭＬ２０６ Ｔ２０６払出緊急遮断弁 ゲート ＬＮＧ 16 330 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

19 ＥＳＶ－ＭＬ１９０ Ｔ２０７Ａ系受入緊急遮断弁 バタフライ ＬＮＧ 20 330 0 0 0 0 0 0

20 ＥＳＶ－ＭＬ１９１ Ｔ２０７Ｂ系受入緊急遮断弁 バタフライ ＬＮＧ 20 330 0 0 0 0 0 0

21 ＥＳＶ－ＭＬ１９３ Ｔ２０７上部受入緊急遮断弁 バタフライ ＬＮＧ 18 330 0 0 0 0 0 0

上表内 部は、分解点検を実施したものを示す。

漏洩検査圧力：０．５１ＭＰａ   検査流体：窒素ガスまたはメタンガス

【検査方法】
　緊急遮断弁上流側を窒素またはBOGで加圧（０．５１MPａ）し、
下流側への漏洩量を水封メスシリンダー法で１分間測定する。

設　備　な　し

実　　績　　（ｃｃ／ｍｉｎ)

緊急遮断弁　弁座漏洩検査　実績 (至近１０年間)

流体№ 弁番号 弁名称 型式

Ｔ２０１～Ｔ２０６上部受入緊急遮断弁　２０Ｂ（５０８．０ｍｍ)
Ｔ２０１～Ｔ２０６下部受入緊急遮断弁　２０Ｂ（５０８．０ｍｍ)
Ｔ２０１～Ｔ２０６　　　払出緊急遮断弁　１６Ｂ（４０６．４ｍｍ)
Ｔ２０７　Ａ系　Ｂ系　受入緊急遮断弁　２０Ｂ（５０８．０ｍｍ)
Ｔ２０７           上部受入緊急遮断弁  １８Ｂ(４５７．２ｍｍ)

【検査方法・漏れ許容量について】
　旧基準：「コンビナート等保安規則関係基準｣により実施
　　　　（規則制定　昭和６１年１２月１３日　通商産業省令第８８号）

　許容量（ｃｃ／ｍｉｎ)＝５０ｃｃ×弁口径／２５　　（ｍａｘ：３３０ｃｃ)

弁座漏洩検査概略図

LNGタンク
M

緊急遮断弁

加圧（0.51MPa）

窒素または
BOG

圧力計
メスシリンダー

無圧

測定時間：１分

Ａ事業所

参考データ１ （１／２）



 緊急遮断弁 開放検査項目・部位と検査内容 

検査項目・部位 検 査 内 容 

弁箱 亀裂、浸食、傷、変形の有無 

弁座 亀裂、浸食、傷、変形の有無、ＰＴ検査、当り検査 

弁体 亀裂、浸食、傷、変形の有無、ＰＴ検査、当り検査 

弁棒 亀裂、浸食、傷、変形の有無、ＰＴ検査、曲り測定 

弁蓋 亀裂、浸食、傷、変形の有無 

弁蓋ガスケット 
グランドパッキン 

取替 

ヨーク 亀裂、浸食、傷、変形の有無 

グランド押え 
グランド押え板 

亀裂、浸食、傷、変形の有無 

ボルト・ナット類 亀裂、浸食、傷、変形の有無 

弁座漏洩試験 弁上流側を窒素で加圧し、弁座漏れ量が規定の漏れ量以下

であることを確認する。 

気密試験 ボンネットフランジ面、グランド部からの漏れの有無を確

認する。 

 

 

弁箱 

弁棒 

弁蓋 

弁体 

弁座 

駆動装置 

ヨーク 

弁蓋ガスケット 

グランド 
パッキン 

グランド押え板 
グランド押え 

緊急遮断弁断面図 

参考データ１ （２／２） 



平成１５年度 Ｌ Ｎ Ｇ 受 入 配 管 （Ａ） 弁 類 開 放 検 査 記 録 
検査結果欄○は、異常なしを示す。 
気密検査は、Ｎ２ガスにて実施。   

検          査          結          果 

検査箇所 検査内容 Ｖ－ＭＬ１０１（Ｘ） 
ドレン弁 

Ｖ－ＭＬ１０１（Ｘ） 
ドレン弁 

Ｖ－ＭＬ１０７（Ｖ） 
ベント弁 

Ｖ－ＭＬ１０１（Ｂ） 
Ａ系受入管クー

ルダウン用元弁 

Ｖ－ＭＬ１０１（Ｓ） 
ＳＦＶ－ＭＬ１０１

元弁 

Ｖ－ＭＬ１０１（Ｘ）

ドレン弁 
Ｖ－ＭＬ４７３（Ｖ）

ベント弁 
Ｖ－ＭＬ１０３（Ｖ） 

ベント弁 
Ｖ－ＭＬ１０５（Ｖ） 

ベント弁 
Ｖ－ＭＬ１０５（Ｓ） 
ＳＦＶ－ＭＬ１０５

元弁 

Ｖ－ＭＬ１０９（Ｖ） 
ベント弁 

ボディー クラック、腐食、傷、変形 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ボディー 
シートリング 

クラック、腐食、傷、変形 
ＰＴ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ディスク クラック、腐食、傷、変形 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ボンネット クラック、腐食、傷、変形 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ボンネット 
ボルト・ナット クラック、腐食、傷、変形 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ボンネット 
パッキン 取  替 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ 

パッキンリング クラック、腐食、傷、変形 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ヨーク クラック、腐食、傷、変形 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

グランド押え クラック、腐食、傷、変形 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

グランドパッキン 取  替 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

弁棒 クラック、腐食、傷、変形 
ＰＴ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

弁当り面 クラック、腐食、傷、変形 
ＰＴ・当り検査 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

気 密 検 査 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

圧 力 （ Ｍｐ ） ０．５１ ０．５１ ０．５１ ０．５１ ０．５１ ０．５１ ０．５１ ０．５１ ０．５１ ０．５１ ０．５１ 

弁 仕 様 ゲート ゲート ゲート ゲート ゲート ゲート ゲート ゲート ゲート ゲート ゲート 

口  径  （ Ｂ ） ３／４ ３／４ ３／４ ６ １ ３／４ ３／４ ３／４ ３／４ １ ３／４ 

検 査 月 日 ２月１０日 ２月９日 ２月９日 ２月１０日 ２月１０日 ２月１３日 ２月１２日 ２月１２日 ２月１２日 ２月１２日 ２月９日 

 

参考データ２－１ （１／２） 



 
検査結果欄○は、異常なしを示す。 
気密検査は、Ｎ２ガスにて実施。   

検          査          結          果 
検査箇所 検査内容 Ｖ－ＭＬ１１１（Ｖ） 

ドレン弁 
Ｖ－ＭＬ１１３（Ｖ） 

ベント弁 
         

ボディー クラック、腐食、傷、変形 ○ ○          

ボディー 
シートリング 

クラック、腐食、傷、変形 
ＰＴ ○ ○          

ディスク クラック、腐食、傷、変形 ○ ○          

ボンネット クラック、腐食、傷、変形 ○ ○          

ボンネット 
ボルト・ナット クラック、腐食、傷、変形 ○ ○          

ボンネット 
パッキン 取  替 ○ ○          

パッキンリング クラック、腐食、傷、変形 ○ ○          

ヨーク クラック、腐食、傷、変形 ○ ○          

グランド押え クラック、腐食、傷、変形 ○ ○          

グランドパッキン 取  替 ○ ○          

弁棒 クラック、腐食、傷、変形 
ＰＴ ○ ○          

弁当り面 クラック、腐食、傷、変形 
ＰＴ・当り検査 ○ ○          

気 密 検 査 ○ ○ 
         

圧 力 （ Ｍｐ ） ０．５１ ０．５１ 
         

弁 仕 様 ゲート ゲート 
         

口  径  （ Ｂ ） ３／４ ３／４ 
         

検 査 月 日 ２月１３日 ２月１３日 
         

 

参考データ２－１ （２／２） 



平成１４年度 主 要 弁 開 放 検 査 記 録 
検査結果欄○は、異常なしを示す。 
気密検査は、Ｎ２ガスにて実施。   

検          査          結          果 
検査箇所 検査内容 Ｐ３０３ 

ガス抜き弁 
ＳＱＶ－ＭＧ５１０ 

Ｐ３０３ 
最小流量調節弁 
ＦＣＶ－ＭＬ６０３ 

Ｐ３０３ 
循環移送弁 

ＨＣＶ－ＭＬ５０３ 

Ｐ３０４ 
ガス抜き弁 

ＳＱＶ－ＭＧ５１３ 

Ｐ３０４ 
最小流量調節弁 
ＦＣＶ－ＭＬ６０４ 

Ｐ３０４ 
循環移送弁 

ＨＣＶ－ＭＬ５０４ 

Ｐ３０８ 
ガス抜き弁 

ＳＱＶ－ＭＧ５２５ 

Ｐ３０８ 
最小流量調節弁 
ＦＣＶ－ＭＬ６０８ 

Ｐ３０８ 
循環移送弁 

ＨＣＶ－ＭＬ５０８ 

Ｐ２０２ 
ガス抜き弁 

ＳＱＶ－ＭＧ５７３ 

Ｃ２２２ 
サージング防止弁 
ＦＣＶ－ＭＧ６０９ 

ボディー クラック、腐食、傷、変形 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ボディー 
シートリング 

クラック、腐食、傷、変形 
ＰＴ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ディスク クラック、腐食、傷、変形 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ボンネット クラック、腐食、傷、変形 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ボンネット 
ボルト・ナット クラック、腐食、傷、変形 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ボンネット 
パッキン 取  替 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

パッキンリング クラック、腐食、傷、変形 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ヨーク クラック、腐食、傷、変形 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

グランド押え クラック、腐食、傷、変形 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

グランドパッキン 取  替 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

弁棒 クラック、腐食、傷、変形 
ＰＴ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

弁当り面 クラック、腐食、傷、変形 
ＰＴ・当り検査 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

気 密 検 査 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

圧 力 （ Ｍｐ ） ０．５１ ０．５１ ０．５１ ０．５１ ０．５１ ０．５１ ０．５１ ０．５１ ０．５１ ０．５１ ０．２ 

弁 仕 様 トップガイド型単座弁 ケージ型単座調節弁 ゲート トップガイド型単座弁 ケージ型単座調節弁 ゲート トップガイド型単座弁 ケージ型単座調節弁 ゲート トップガイド型単座弁 ケージ型単座調節弁 

口  径  （ Ｂ ） ２ ２ ６ ２ ２ ６ ２ ２ ６ ２ ６ 

検 査 月 日 ７月２３日 ７月２４日 ７月２４日 ６月２７日 ６月２５日 ６月２６日 ９月３０日 ９月３０日 ９月３０日 ９月２５日 ９月 ６日 

 

参考データ２－２ （１／３） 



 
検査結果欄○は、異常なしを示す。 
気密検査は、Ｎ２ガスにて実施。   

検          査          結          果 
検査箇所 検査内容 Ｃ１０２ 

サージング防止弁 
ＦＣＶ－ＭＧ６０２ 

Ｃ２０１ 
温度調節弁 

ＴＣＶ－ＭＧ６１４ 

Ｈ３３６ 
入口流量調節弁 
ＦＣＶ－ＭＬ９４０ 

Ｈ３３６ 
入口しゃ断弁 
ＥＳＶ－ＭＬ９４０ 

Ｐ３３１ 
出口流量調節弁 
ＦＣＶ－ＭＬ９０１ 

Ｐ３３６ 
出口流量調節弁 
ＦＣＶ－ＭＬ９１１ 

Ｐ３１４ 
出口流量調節弁 
ＦＣＶ－ＭＬ２９１ 

Ｐ３１４ 
出口弁 

ＥＳＶ－ＭＬ２９１ 

Ｐ３１４ 
循環移送弁 

ＥＳＶ－ＭＬ５６１ 

Ｐ３１５ 
出口流量調節弁 
ＦＣＶ－ＭＬ２９２ 

Ｐ３１５ 
出口弁 

ＥＳＶ－ＭＬ２９２ 

ボディー クラック、腐食、傷、変形 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ボディー 
シートリング 

クラック、腐食、傷、変形 
ＰＴ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ディスク クラック、腐食、傷、変形 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ボンネット クラック、腐食、傷、変形 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ボンネット 
ボルト・ナット クラック、腐食、傷、変形 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ボンネット 
パッキン 取  替 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

パッキンリング クラック、腐食、傷、変形 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ヨーク クラック、腐食、傷、変形 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

グランド押え クラック、腐食、傷、変形 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

グランドパッキン 取  替 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

弁棒 クラック、腐食、傷、変形 
ＰＴ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

弁当り面 クラック、腐食、傷、変形 
ＰＴ・当り検査 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

気 密 検 査 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

圧 力 （ Ｍｐ ） ０．０６３ ０．２ ９．４４ ９．４４ ０．５８ ０．５８ ０．５１ ０．５１ ０．５１ ０．５１ ０．５１ 

弁 仕 様 バタフライ式調節弁 トップガイド型単座調節弁 ケージガイド型単座調節弁 ゲート ケージ型複式調節弁 ケージ型複式調節弁 ケージ型複式調節弁 ゲート ゲート ケージ型複式調節弁 ゲート 

口  径  （ Ｂ ） １０ ２ ６ ２０ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ 

検 査 月 日 １０月２２日 ６月１２日 ６月２０日 ６月２０日 ４月 ８日 ６月 ４日 ５月１４日 ５月１３日 ５月１３日 １０月２９日 １０月２８日 

 

参考データ２－２ （２／３） 



 
検査結果欄○は、異常なしを示す。 
気密検査は、Ｎ２ガスにて実施。   

検          査          結          果 
検査箇所 検査内容 Ｐ３１５ 

循環移送弁 
ＥＳＶ－ＭＬ５６２ 

Ｔ２０１ 
循環移送しゃ断弁 
ＥＳＶ－ＭＬ５１４ 

Ｔ２０２ 
循環移送しゃ断弁 
ＥＳＶ－ＭＬ５１６ 

Ｔ２０３ 
循環移送しゃ断弁 
ＥＳＶ－ＭＬ５１８ 

Ｔ２０２ 
冷発戻りしゃ断弁 
ＥＳＶ－ＭＬ８２０ 

Ｔ２０５ 
高圧ＬＮＧポンプ戻りしゃ断弁 

ＥＳＶ－ＭＬ６５１ 

     

ボディー クラック、腐食、傷、変形 ○ ○ ○ ○ ○ ○      

ボディー 
シートリング 

クラック、腐食、傷、変形 
ＰＴ ○ ○ ○ ○ ○ ○      

ディスク クラック、腐食、傷、変形 ○ ○ ○ ○ ○ ○      

ボンネット クラック、腐食、傷、変形 ○ ○ ○ ○ ○ ○      

ボンネット 
ボルト・ナット クラック、腐食、傷、変形 ○ ○ ○ ○ ○ ○      

ボンネット 
パッキン 取  替 ○ ○ ○ ○ ○ ○      

パッキンリング クラック、腐食、傷、変形 ○ ○ ○ ○ ○ ○      

ヨーク クラック、腐食、傷、変形 ○ ○ ○ ○ ○ ○      

グランド押え クラック、腐食、傷、変形 ○ ○ ○ ○ ○ ○      

グランドパッキン 取  替 ○ ○ ○ ○ ○ ○      

弁棒 クラック、腐食、傷、変形 
ＰＴ ○ ○ ○ ○ ○ ○      

弁当り面 クラック、腐食、傷、変形 
ＰＴ・当り検査 ○ ○ ○ ○ ○ ○      

気 密 検 査 ○ ○ ○ ○ ○ ○      

圧 力 （ Ｍｐ ） ０．５１ ０．５１ ０．５１ ０．５１ ０．５１ ０．５１      

弁 仕 様 ゲート ゲート ゲート ゲート ゲート ゲート      

口  径  （ Ｂ ） ６ ８ ８ ８ ６ ６      

検 査 月 日 １０月２８日 ７月 ９日 ７月１０日 ４月 ３日 ７月１０日 ８月２１日      

 

参考データ２－２ （３／３） 



（Ａ事業所）

作動圧 点検結果 作動圧 点検結果 作動圧 点検結果 作動圧 点検結果 作動圧 点検結果 作動圧 点検結果 作動圧 点検結果 作動圧 点検結果 作動圧 点検結果 作動圧 点検結果

【備　考】　１．表内○印は、分解点検結果異常なしのものを示す。

　　　　　　２．安全弁点検内容：分解前・組立後の作動試験、弁座漏れ試験、分解後各部品手入、寸法測定、弁座PT検査、弁体テフロンシート目視点検、弁取付後のリークチェック

（B事業所）

作動圧 分解点検 作動圧 分解点検 作動圧 分解点検 作動圧 分解点検 作動圧 分解点検 作動圧 分解点検 作動圧 分解点検 作動圧 分解点検 作動圧 分解点検 作動圧 分解点検

【備　考】　
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弁番
Ｈ６
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-49

-47
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-50

-50
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109

H6～H8

0.005kg／cm
２

(－0.0005kg／cm
２

)

H9以降
0.49ｋPａ

（－0.049ｋＰａ）

調整前 0.0049
ー

0.0050
ー

ー
○

0.48
ー

0.46
ー

0.44
ー

0.49
ー

0.46
ー

0.46
ー

ー ー

0.48
ー

調整後 ー ー 0.0048 ー ー ー ー ー

209
調整前 0.0050

ー
ー

○
0.0047

ー
0.48

ー
0.46

ー
0.45

ー
0.49

ー
0.49

ー
0.48

ー
0.47

ー ー
ー

調整後 ー 0.0046 ー ー ー ー ー ー

309
調整前 0.0048

ー
0.0048

ー
ー

○
0.48

ー
0.48

ー
0.47

ー
0.49

ー
0.49

ー
0.49

ー
ー ー

0.49
ー

調整後 ー ー 0.0049 ー ー ー ー ー

409
調整前 0.0050

ー
ー

○
0.0049

ー
0.49

ー
0.47

ー
0.47

ー
0.49

ー
0.49

ー
0.49

ー
0.47

ー ー
ー

調整後 ー 0.0050 ー ー ー ー ー ー

509
調整前 0.0050

ー
0.0050

ー
ー

○
0.47

ー
0.47

ー
0.45

ー
0.48

ー
0.49

ー
0.49

ー
ー ー

0.49
ー

調整後 ー ー 0.0050 ー ー ー ー ー

609
調整前 0.0050

ー
ー

○
0.0050

ー
0.49

ー
0.49

ー
0.46

ー
0.49

ー
0.49

ー
0.49

ー
0.48

ー ー
ー

調整後 ー 0.0049 ー ー ー ー ー ー

N709
調整前

設備なし 設備なし 設備なし 設備なし 設備なし
0.48

ー
0.49

ー
0.48

ー
0.49

ー
ー ー

0.49
ー

調整後 ー ー ー

N809
分解前

設備なし 設備なし 設備なし 設備なし 設備なし
0.48

ー
0.49

ー
0.48

ー ーー ー ー
ー

0.49
ー

0.49

設定圧力
（　）内は許容公差

ＬＮＧタンク真空安全弁点検実績
作動圧単位：ｍｍAq

ー
組立後

参考データ３



ＬＮＧタンク真空安全弁構造図

参考図１




